
平成３１年度（令和元年度）　　能美市立寺井中学校　学校評価  最終総括

職員アンケート 『目的・目標を意識し、前例踏襲にならないよう見直しを進めている。』
 a：そう思う　b：どちらかといえばそう思う
 c：どちらかといえばそう思わない d：そう思わない

Ａ

職員アンケート『各分掌からの提案がシンプルかつ具体的で、継続的に共通実践されている。』 Ａ

職員アンケート『業務分担し組織的に、能率的、効率的に業務に取り組めるよう努めている。』 Ａ

職員アンケート『見通し持ち計画的に業務に取り組む等、時間管理を工夫している。』 Ａ

職員アンケート『多忙化改善に取り組んだ結果、授業や学級、学年経営の準備、また生徒との
向き合う時間ができた。』 Ｄ

生徒アンケート  『単元のはじまりに、到達目標、学習の見通しが示されている。』 A

生徒アンケート 『授業の最初に課題、到達目標（授業ではB評価）、学習の見通しが示されてい
る』 A

生徒アンケート『学校行事のねらいを意識して主体的に取り組んでいる。』 A

生徒アンケート『授業のまとめや振り返りの場面が設定されている。』 A

生徒アンケート『50字から80字程度の振り返りの文章が書ける。』 C

職員アンケート『単元の計画の中に、知識を活用する時間が位置づけられている。』 A

生徒アンケート『授業では、新たな考え方に出会う等、自らの考えを広げ、深めたりする場面が
設定されている。』 A

生徒アンケート『授業ではペアやグループワーク等が設定されている。』 A

生徒アンケート『授業では活躍できる場面がある』 B

職員アンケート『説明の場面（発表や文章）では、根拠を示しながら理由を述べるよう指導し
た。』 B

職員アンケート『課題の解決に向け、生徒の言葉を意識しながら授業をコーディネイトするよう
に努めた。』 A

生徒アンケート『発表や話し合いの場面では、積極的に参加している。』 B

職員アンケート  『単元の指導と評価の計画を作成し、教科担当間で確認している。』 C

職員アンケート『単元テストの計画を生徒に伝え、計画的に実施している。』 D

職員アンケート『定期テスト等で活用力を評価する工夫を行っている。』 A

生徒アンケート『学校の授業以外に月～金曜日に１日どれくらい勉強しますか。』
　ａ：まったくしない　　ｂ：30分未満
　ｃ：30分以上1時間未満
　ｄ：1時間以上2時間未満
　ｅ：2時間以上3時間未満
　ｆ：3時間以上

アンケートの結果、１時間以上の割合が61％で中間総括と同じであった。１、２年を中心に、定期テス
トが関係しない月の学習時間が少なく、家庭学習が課題（週課題など）だけになっている生徒が多
い。今後も家庭学習の充実（学習習慣の確立）に向け、週課題や家庭学習の取り組み方（予習・復
習）についてなど、各学年研究部員と連携して進めていく。

B

職員アンケート  『予習や復習を意識し、授業に生かされる宿題を指示している。』 B

教務部
放課後や長期休業中の補充学習
にも積極的に努めている。

職員アンケート『補充学習に積極的に努めている。』 Ａ

生徒アンケート『次の授業の教具をそろえ、不必要なものは机の上に置かないようにしてい
る。』 A

生徒アンケート『チャイムが鳴る前に席に着いている。』 A

生徒アンケート『号令と授業のあいさつはしっかり行っている。』 A

生徒アンケート『授業では私語を慎んでいる。』 B

職員（学級担任）アンケート 『ねらいを明確にし、生徒が考え合う授業づくりを行っている。』 A

生徒アンケート『道徳の授業は好きである。』 B
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1

組
織
的
な
学
校
運
営

１
─
①

職員全体が参画意識
をもち、共通理解・共
通実践に取り組む。

運
営
委
員
会

前例踏襲ではなく、教育的効果の
視点を持ちつつ、各分掌からの提
案がシンプルかつ具体的で継続
的に実践に生かされている。

重点目標
（めざす姿）

具体的方策
主
担
当

【評価指標】
〈成果指標〉〈努力指標〉

〈満足度指標〉

【評価の根拠】
達成度判断基準

最終総括

アンケートの結果は、肯定的な回答が９５．５％であり、目的・目標を意識した見直し、改善は進んで
いる。しかし、提案段階でまだ前例踏襲のものもあり、ＰＤＣＡのＣＡがうまく機能していない。また、主
担当にまかせきりという部分も見られ、参画意識をさらに高める手立ても必要である。

Ａ
・今後も目的に照らし合わせ、必
要かつ効果的、効率的な教育課
程の編成に努める。

・行事等の見直しは難しいが、内
容のスリム化や時期の検討等に
あらゆる可能性を模索する必要
がある。分掌組織を見直し、人材
育成の視点からも業務の平準化
に取組む必要がある。

１
─
②

多忙化改善の取組を
推進し、生徒と向き合
う時間の質を高める。

運
営
委
員
会

業務分担や時間管理を工夫し、授
業の準備や部活動の指導がある
程度余裕をもって進められてい
る。

アンケートの結果は、肯定的な回答が７６．３％であった。昨年度に比べ、一人一人が時間管理の工
夫、必要性を強く感じ、取り組んでいる様子が伺える。能率的、効率的ということに関しては、業務の
分担がうまくいかず、偏りが見られ、まだまだ改善途中と言える。半数の職員が多忙感を感じており、
来年度のＣＳの中学校への導入に向け、地域の協力、連携をはかる業務等を考えていくことが必要
である。

Ｂ

2

学
力
向
上

授
業
改
善
の
視
点

２
─
①
②

学習や諸活動の最初
にゴールや見通しを
示し、最後に振り返る
活動を入れる。

研
究
部

授業では単元や、一コマの授業の
ゴールの姿を示し、見通しを持た
せている。また、様々な行事にお
いても、同様に取り組ませている。

アンケートの結果は、ａ＋ｂが93.6％で、中間総括より＋1.3％であった。この結果からも、本校におけ
る「授業改善の3つのポイント」を教員が意識して授業を行い、浸透していると考える。今後も引き続
き意識を高め、「主体的・対話的で深い学びの実現」にむけた授業改善を推進していく。

A

授業において「思考を
広げ深める」対話的
な学びの活動を取り
入れる。

研
究
部

授業では単元計画を作成し、知識
を活用し、生徒が主体的に活動す
る時間を位置づけている。

アンケートの結果は、ａ＋ｂが90％で、中間総括と同等であった。後期も授業の中で、知識を活用した
り、自分の考えを広めたり深めたりする場面が全体的に設定され、ペアやグループワークも積極的
に取り入れられていた結果と考えられる。今後はさらに効果的な学習活動や学習形態を研究し、そ
の場面設定なども考え、生徒１人ひとりが活躍できる場面を増やしていきたい。

A

根拠をもとに、自分の考え方の理
由が説明できるように指導してい
る。

アンケートの結果は、ａ＋ｂが86.3％で、中間総括と同等であった。結果からも、思考を広げる「対話
的な学び」を意識して、授業が展開されていることがうかがえる。今後はさらに見取りを生かした指導
（意図的指名や全体交流でのコーディネイト等）を研究していく必要がある。

A

・何を学ぶか、どのように学ぶ
か、また、何ができるようになる
のか等、学習の見通しを持ち目
指す姿を教師と生徒が共有でき
るよう単元マップを活用したい。

・授業において振り返りの活動は
大切であり、学んだことをまとめ
て価値づけることや、学び方につ
いて自分の言葉で振り返れるよう
にしたい。教科の特性もあり書き
方は検討していきたい。

・学び合いは「主体的で対話的な
深い学び」の実現に向けて必要
な活動であり、単元計画の中で、
また、１時間の授業の中で積極
的に位置付けていきたい。

・深める場面では、教師のコー
ディネイト力が大きな課題であ
る。他校の授業視察の機会を持
つなど、具体的なイメージが持て
る機会を充実したい。

最後はまとめ（課題に対し）振り返
り（学び方）等、個に返す時間を設
定している。

アンケートの結果は、ａ＋ｂが81.5％で、中間総括と同等であった。今後もまとめ・振り返りを位置づ
け、学びの自覚につなげていきたい。文章化することについては、教科の特性もあるが、自分の言葉
でまとめるという習慣をつけていきたい。

B

・次年度は教科部会を週時程内
に位置づけ、単元テストの実施を
含めた単元計画の作成を進めた
い。（単元マップでの共有）

２
─
③

家庭学習と授業のつ
ながりを模索しなが
ら、生徒の学習習慣
が確立するよう取り組
む。

研
究
部

学習習慣の確立に向けた指導が
十分なされいる。

・学習への目的意識を持たせる
ため、十年後の自分から逆算し
て、今何が必要なのかを考える
機会を設けるなど、キャリア教育
を充実させたい。

・ネットに関わる課題があり、引き
続きＳＮＳやネットゲーム依存に
ついての危険性を考える機会を
持ちたい。

アンケートの結果は、ａ＋ｂが84％で、中間総括と同じであった。課題については、復習や週課題だ
けではなく、予習が必要となる授業づくりを意識していく必要がある。補充学習に関しては、行っては
いるものの、効果的とは言い切れない。時間確保も含め、内容、やり方を学校全体で考えていかな
ければならない。

B

単元でつけたい力を
明確にし、形成的評
価（学習）計画を共有
するとともに、単元末
の評価を計画的に実
施する。

研
究
部

教科部会で指導と評価の計画に
ついて確認し生徒に伝えるととも
に、活用力の評価について工夫し
ている。

アンケートの結果は、ａ＋ｂが75.6％で、中間総括より－2.4％であった。今後は今以上に教科部会
（学年教科打ち合わせ）を定期的に開催し、単元計画作成やテスト作成に見通しをもって取り組むこ
とが必要である。また授業では、定期テストを意識した授業づくりを実践できるようにしていく。

B

アンケートの結果は、ａ＋ｂが88％で、中間総括と同等であった。ただ、中間総括と同様に、「私語を
慎む」については、他と比較し低いため、今後も「授業を高める7か条」については、生徒・教員ともに
意識を高めていきたい。また学年委員会による啓発活動も継続して行っていく。

A

・教師の指導ではなく、生徒が必
要性を感じ、自然体でそのような
姿が現れるよう、学習規律の確
立を進めていきたい。

これまでの道徳教育
の実践研究の蓄積と
その成果を共有化し
ていく。

道
徳
部

すべての職員が、道徳教育年間
指導計画に沿って道徳の授業を
実施している。

担任がねらいを意識しながら授業を実践することができた。また道徳の授業に対して肯定的に捉え
ている生徒が増えており、意欲的に取り組んでいることが分かる。一方で教科書の教材の中にはや
りづらいものがあるという声もあり、年間指導計画を見直す必要がある。

A

学習規律等の指導を
通して、実社会で必
要とされる態度やマ
ナーを身に付けさせ
る。

研
究
部

生
徒
指
導
部
会

チャイムと同時に授業の開始終了
がなされ、気持ちの良い挨拶とと
もに規律ある雰囲気で授業が行わ
れている。

・熱心に道徳の授業に取組む教
師と生徒の姿がある。道徳の授
業づくりを教科指導にも生かして
いきたい。

心
の
教
育
の
推
進

３
─
①
②
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今後の改善策
重点目標

（めざす姿）
具体的方策

主
担
当

【評価指標】
〈成果指標〉〈努力指標〉

〈満足度指標〉

【評価の根拠】
達成度判断基準

最終総括

生徒アンケート『学校へは安心して来ることができる。』 A

生徒アンケート『学校は楽しい。』 A

生徒アンケート『体育祭（文化祭）では、自分たちで決めた目標に対し、話し合いながら解決し、
取り組めた。』 A

生徒アンケート『学級会活動へ積極的に取り組んでいる。』 A

生徒アンケート『生徒会活動へ積極的に取り組んでいる。』 B

職員アンケート『生徒が主体的に取り組めるよう学級会、生徒会活動等を工夫している。』 A

職員アンケート『生徒の良さや可能性を認め指導している。』 A

生徒アンケート『先生は良いところを評価し認めてくれる。』 A

生徒アンケート『友達は良いところを評価し認めてくれる。』 A

生徒アンケート『自分には良いところがある。』 B B

職員アンケート『外部機関との連携、ＳＣと生徒・保護者との関係構築を含めた組織的な相談体
制を整え、個に応じたきめ細やかな対応をしている。』

関係機関と連携し、よりよい支援の方法を考え、改善に努めることができた。その一方で、不登校傾
向の生徒は増えているのは、生徒が抱えるものが複雑になってきているためであり、改善には時間
がかかる。通級指導においては、普通級在籍生徒でLDもしくはLDの疑いがある生徒への支援を協
議する場を月１回を目安に設ける。

A A

・教育相談主担当を中心に、外
部機関との連携を取りながら、職
員間の共通理解を図り、組織的
な対応ができた。主担当の負担
が大きく、分掌内でのさらなる連
携が必要である。

生徒アンケート 『部活動が充実していて、自らの成長が感じられる。』 B

保護者アンケート 『部活動を通して、子どもが成長していると感じられる。』 B

生徒アンケート『あなたはこの１週間、自転車乗車中、交通ルール（一時停止・信号遵守）を守り
ましたか？』
　a：守れた　　　　　　　　　　　　　b：ほぼ守れた
　c：あまり守れなかった　　　　　d：守れなかった
　ｅ：自転車に乗らなかった

B B

生徒アンケート『あなたはこの１週間、自転車乗車中、ヘルメットをかぶり、あごひもをしっかりし
めましたか？』 B B

４
─
③

ゲームやインターネッ
ト等の関わりも含め、
より良い生活習慣の
定着を図る。

生
徒
指
導

部
会

生徒が自分をコントロールする力
を身に付け、基本的な生活習慣の
定着が図られている。

生徒アンケート『起きる時間・寝る時間・勉強を始める時間を固定し、規則正しい生活ができて
いる』

肯定的な回答が72%であり3割が規則正しい生活を送っているとはいいがたい状況にある。昨年同
様、学力向上の1つの土台である望ましい生活習慣に課題が残る。学習への意識も含め自分への
甘さが目立つ。自律を促す日々の声掛けや仕掛けが必要である。

Ｃ Ｃ

・ＳＮＳやネットゲーム等、就寝時
間が遅くなる要因となっている。
学習にも影響し、大きな課題であ
る。学校の指導にも限界がある。

４
─
④

安全に関する教職員
研修を推進し、危機
対応力の向上を図
る。

学校安全計画に基づき、教職員の
研修を行う。

職員アンケート『救急救命の研修は大変に意義のあるものであった』
消防署員を招聘しての救急救命講習は、緊急時にどう行動すべきか、そして心肺蘇生の正しい行い
方等を確認する良い機会となった。研修した内容をきちんと身に付けておかなければならない。

Ａ Ａ
・様々な場面を想定しての研修は
今後とも必要である。

生徒アンケート 『将来の夢や目標を持っている。』 C

生徒アンケート『授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会が
あったと思う。』 C

５
─
②

各種たよりやHP等を
通して保護者への情
報提供に努める。

運
営
委
員
会

情
報
担
当

学校公開やたより、ＨＰ等により、
学校や学年学級の様子が保護者
にほぼ伝わっている。

保護者アンケート 『たよりやHPを通して学校や学年学級の様子が伝わっている。』
　a：満足 　b：やや満足 　c：やや不満 　d：不満

ｱﾝｹｰﾄの結果は、肯定的な回答が７１％と昨年度より低くなっている。しかし、ＨＰのアクセス数は１
日平均４００～５００と年々増加している。たよりが保護者に届かないという意見は毎年聞かれ、たよ
りの電子化も考えられるが、内容的に難しいものもあり、方策を講じなければならない。

Ｂ Ｂ

・ＨＰやメール配信等でタイムリー
な、また、緊急性を要する情報は
発信されている。今後も継続して
いきたい。

・生徒会、学年委員会、学級会の
つながりが見えるように工夫する
必要がある。

３
─
③

保護者と連携しなが
ら、一人ひとりの状況
や特性に応じたきめ
細かな指導を行う。

通
級
指
導
教
室

教
育
相
談
会

生
徒
指
導
部
会

生徒理解に努め、保護者の願いも
受け止め、個に応じた支援を行っ
ている。通級教室も適切に運営さ
れている。

＊以下の状況も加味し判断する。
・不登校や不登校傾向、別室登校
生徒の改善状況
・いじめ問題への早期発見・早期
対応
・通級教室の運営状況

生徒-教師間で「良い所を認める（てくれる）」の評価がａよりもｂの割合が高い。悪い所や気になった
ところへの指導が目立ち、認め、認められている感をお互いが感じていない。その結果、自己肯定感
が低くなるという悪循環となっている。個に応じてハードルを設定し、スモールステップで認めていくこ
とやそのハードルを周りが認める雰囲気づくりが今後の課題となる。

A

・「良さ」を認める肯定的な回答は
年度当初より増加する傾向にあ
る。一方、自己肯定感はなかな
か上がらない。成功も失敗も「互
いに認め、高め合う」経験である
ことの共通理解を基に、指導を継
続したい。

生徒の「話し合い活
動」を生かした学級づ
くり・学校づくりに努め
る。

生
徒
会
活
動
部

生
徒
指
導
部

特
活
部

行事等において様々な課題が生
徒同士の話し合いで解決されてい
る。また、学級では、規律が守られ
生徒の主体性が発揮されており、
学校への満足度が高い。

＊Q-Uの結果の「学級満足群」の
割合も加味し判断する。

行事で成長を感じている生徒が多く、体育祭でも文化祭でも割合は変わらない。安心して登校でき、
学校生活が楽しい事は生徒自身の居場所が確保されていると思われる。今後も登下校や授業だけ
でなく休み時間などの様子も気にかけながら常にアンテナを高くして見守る必要がある。

A

・行事だけでなく普段の授業の中
にも意図的に、協同的な活動の
仕掛けや、個々が活躍できる場
面を設定し、達成感、成就感が得
られるようにしたい。

行事に関わる活動を通して成長を実感させることができた一方で、生徒主体の学級会を開く時間の
確保が課題となった。次年度は、１年次から学級会の意義を伝え、話し合いの進め方のモデルを示
し、定期的に開催するという形を定着させていく。

A

４
─
②

保護者や地域とも連
携し、交通ルール・マ
ナーの徹底を図る

生
徒
指
導
部
会

先生方の指導が徹底され、昨年度
よりも交通ルール・マナーの徹底
が図られている。

「守れた」だけでみると前年度よりも割合が高くなっているが、ａ＋ｂの肯定的な割合だとＢになる。能
美警察署からは重点項目として本校の自転車マナーが注視されており、地域からの苦情も少なく
なったとは言えない。安全に対する意識がまだまだ不十分であり、今後も集会や学級指導で交通安
全の呼びかけを徹底しなければならない。

4

体
づ
く
り
の
推
進
と
安
全
指
導
の
徹
底

４
─
①

目的意識をもたせ、
心身の発達にふさわ
しい活力ある部活動
運営に努める。

生
徒
指
導

部
会

生徒が部活動に目的意識をもって
参加し、充実感や自らの成長を感
じている。

【学校関係者評価委員会から】

質問

・水曜日を部活動なしの日としているが、先生方はその日に早く帰ることができているのか。　　　・部活動の２人体制で、多忙化改善につながっているのか。　　　・部活動の指導において、地域の方のボランティア等をお願いすることで多忙化改善とならないのか。
・評価にかかわって、テストの点数のみではなく、授業での見取りからと言うが、発言等をみていくということか。
・不登校の現状はどうなのか。　　　　　・ＳＮＳにおける問題はないのか。
・生徒による「危険個所マップづくり」はどうなったのか。

意見や要望

・キャリア教育の視点で、中学のときから、将来を見据えた進路指導をしてほしい。点数で高校を選ぶのではなく、将来何をしたいのかを考えさせての進路選択、勉強を中学から行ってほしい。そうすることで雇用のミスマッチをなくしていける。
・何のために勉強するかについて、「問題に直面したときに解決をするための知識、様々なものを創造する力を身に付けるため」と保護者として話をしている。
・自己肯定感がもっと良くなる取り組みをしてほしい。
・部活動について、雇用する側からみたときにどんな人を採用するかというと、休みが少なく、部活動を頑張ってきたという点に着目しており、そういった現状から考えると、部活動は頑張ってほしいという思いがある。
・交通安全において、生徒主体、自らの活動をさせながらも、ＰＴＡや地域の協力を得て行っていってはどうか。
・ホームページが非常にこまめに更新され、いろいろな情報が載っていて良い。

・次年度以降、これまでの学習も
整理し、体験型キャリア教育を実
施し、充実させたい。地元企業訪
問、ライフプラニング授業を予定
している。

心
の
教
育
の
推
進

３
－
①
②

3

・生徒の意識として「Ｂ」評価であ
るが、危険な場面が見受けられ
る。学校での指導も限りがあり、
家庭、地域、関係機関との協力
が不可欠である。

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

５
─
①

地域社会と連携及び
協働しながら、キャリ
ア教育の充実を図
る。

総
合
・
特
活
部

運
営
委
員
会

地域社会との連携を図りながら特
色あるキャリア教育を推進し、生
徒の夢や目標を育んでいる。

結果を見るとどちらの項目も７５％以下となっている。将来の夢や目標をもつことは、授業を通して、
自分の将来を考えさせていくことを3年間継続して行う必要があると考えらえる。また、地域とのかか
わりは学校行事や活動の中で、地域と関わっているということを意識させることをまずは考えていく
必要がある。

C

部活動の持つ意義や目的、部活動に対しての一定の理解はあるが部活動が自身の成長につなが
ると感じている生徒が少なくなったように感じる。部活動のあり方について考える必要がある。 B

・多様な価値観や選択枝があり、
部活動の意義について、社会とと
もに考える時期に来ている。


